
メンター育成講座 講義概要 

 

【全体説明】 

「発達障害者プログラマーの育成と就労に繋げる支援とメンターの育成」 

講演者：小越 康宏（福井大学 学術研究院 工学系部門 准教授） 

〈概要〉  

１．メンター育成講座（e-Learning教材）の作成 

対象とするメンターの属性や育成目的： 

 ・発達障害の支援者のプログラミング指導スキルを高める。 

・工学系の学生に発達障害の特性や支援方法を理解させる。多様な人材に発達障害者のプログラミング教育や支援

に関わってもらい、障害者雇用拡大と真の共生社会の実現を目指す。各分野の専門家 15名の講義を e-Learning

教材を受講し、理解を深める。 

２．SPELLの法則（英国自閉症協会提唱）に基づいた新しいクラウド型教材の作成 

 ・視覚デザインで論理的思考能力を養うプログラミング方法。 

 ・いつでもどこでも学習可能なクラウド型教材。 

 ・発達障害児者の特性を考慮した教材・カリキュラムを開発し、興味を持ち根気強く取り組める課題を提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【発達障害について】 

「発達障害児者の理解と支援、発達障害の心理特性と教育支援－LD と ADHD を中心に」 

講演者：三橋 美典（福井大学 名誉教授、教育地域科学部 特命教授） 

〈概要〉 

まず最初に、発達障害の定義と診断類型および共通した原因・特性について説明した。続いて、AD/HD と LD を中

心に、各障害の定義と診断基準、認知心理学や脳科学からみた原因機序、下位分類・タイプと心理・行動特性、学

校や家庭等における具体的な支援方法について講話した。最後に、発達障害者の社会的自立に向けて重要となる支

援の観点や方針を提言した。 

 

「自閉症スペクトラム障害(ASD)・注意欠如多動性障害(ADHD)・学習障害(LD):読字障害=Dyslexia など

の臨床・治療・療育-多彩な臨床症状と療育ネットワークにおける医療の役割:薬物治療を含めて-」 

講演者：平谷 美智夫（平谷こども発達クリニック 院長、小児科医） 

〈概要〉 

自閉症スペクトラム症・注意欠如多動症・学習症（特にディスレクシア)・発達性協調運動症は、同一人あるいは家

族内で併存する頻度が高く、疾患としての独立性には疑問があるが、４疾患それぞれで療育技術は異なるので鑑別診

断は重要である。医療は、発達障害児の持つ障害特性のみでなく、様々な中枢神経機能障害や併存疾患に対して

教育・福祉・労働などと連携して治療・療育に貢献する必要がある。薬物治療は最も重要である。 



「ASD を中心とした発達障害児への支援の視点と学校外での支援の実際」 

講演者：清水 聡（福井県立大学学術教養センター 教授、NPO法人はるもにあ 理事長） 

〈概要〉 

発達障害児の支援は、正しい見立ての下個別の特性毎に細かい配慮をし、かつ就労を見据え長期的視点に立

って関わり続けることが必要である。本講座では発達障害児者への長期的支援を目的に設立された NPO 法人の

活動について概説した。個別的な相談に引き続き、年齢段階毎に用意された小集団活動において彼らを受け入れ

る居場所を提供しながら、学校や職場だけでは低下しがちな彼らの自尊心を維持し、同時に自己理解を図る活動

を展開している。 

 

 

「発達障害における二次障害の理解」 

講演者：高橋 哲也（福井大学保健管理センター 准教授、MD, PhD） 

〈概要〉 

発達障害における特性は、「人間関係」や「学習」、「行動上の問題」などの様々な問題を引き起こす。これらの発達

障害の特性が直接もたらす問題は「一次障害」と呼ばれる。一方、一次障害から生じる自尊感情の低下や発達障害

が有する精神障害への脆弱性から生じる精神的問題は二次障害と呼ばれる。二次障害に対する適切な理解は効果

的な支援を講じる上での重要な要素である。本講義では、発達障害における二次障害について、具体的精神疾患を

挙げて概説した。 

 

 



「発達障害児への学校における支援の視点～他者との関わりを中心に～」 

講演者：後藤 綾文（福井大学保健管理センター 特命講師） 

〈概要〉 

発達障害児への学校における支援の視点として、他者との関わりを中心に報告した。特に思春期には、身体の発達

（第 2 次性徴期）、自意識の芽生え、仲間集団への同調傾向などが生じ、人間関係が複雑になる時期であり不適

応に陥りやすい。各学校段階における支援の視点として、自分の特徴を自分である程度わかること、自分をコントロール

する方法を知っていること、援助を求める・相談することができることを身に着けていく必要性を挙げた。 

 

 

【理科・ものづくり プログラミング教育】 

「平成 29年３月公示新学習指導要領と小学校段階におけるプログラミング教育」 

講演者：淺原 雅浩（福井大学学術研究院 教育･人文社会系部門 教員養成領域 教授） 

〈概要〉 

平成 29 年 3 月に次期小学校学習指導要領が公開された。この中では、子どもたちが、未来社会を切り開くための

資質・能力（①知識・技能、②思考力･判断力・表現力、③学びに向かう力・人間性の 3点）に関して全体を貫いた

取りまとめがなされている。別途、プログラミング学習の在り方に関しても検討がなされ、実施に向けて、指導体制の充実

や社会との連携･協働が期待されている。本講座では、プログラミング教育に関連する学校教育の現状と今後の方向性

について概説する。 

 



「プログラミング教育支援システムを使って」 

講演者：石上 晋三（ミテネインターネット株式会社営業部兼総務部課長） 

〈概要〉 

プログラミングの意味を教えることと今回開発したクラウド型プログラミング教育支援システムの狙いとを関連付けて説明

する。プログラムには必ず目的があることをゲーミフィケーション型で進める。次にプログラムには間違いが必ず含まれることを

デバッカー風の画面で学ぶ。最後にプログラムの完成（答え）は１つではないことをコマンドツールの使い分けで理解する。

プログラムではなくプログラムの意味を教えていただきたい。 

 

 

 

 

「発達障害児者への個人特性にあわせたプログラミング演習」 

講演者：小越 咲子（福井工業高等専門学校電子情報工学科 准教授） 

〈概要〉 

本プログラミング教材を用いた授業の進め方の例を SPELL の法則を用いて解説した。発達障害は 100 人 100 様

の状態像をもつため、教え方、学び方についても個人毎に適した方法は異なるが、できるだけ視覚的な手がかりを活用し

てプログラミングの基本処理構造を理解できるような説明例を紹介した。前半はアルゴリズムとプログラミングについて重点

的に、後半は発達障害支援のヒントを多く取り入れた。 

 

 



「プログラマーの仕事」 

講演者：斉藤 徹（福井工業高等専門学校電子情報工学科 教授） 

〈概要〉 

プログラミングに興味を持ち始めた学生に、プログラミングとは何か、プログラマーになったとして実際の仕事はどういったこ

とをするのかを理解してもらうことを目標に講演を行った。特に、プログラマーの仕事を、ゲーム開発の仕事を例に説明した

り、プログラムを作るとはどういうことなのかを鶴亀算を例にしながら、アルゴリズムを考えること、コーディングすることの違いを

説明した。 

 

 

 

「組込みシステム開発型演習事例紹介」 

講演者：西 仁司（福井工業高等専門学校電子情報工学科 准教授） 

〈概要〉 

家電や車など身近なところで活躍している組込みシステムは、IoTの実現によって今後ますます重要となる技術の一つ

である。その開発には、プログラミングなどのソフトウェアの知識だけでなく、ハードウェアとソフトウェアをうまく連携させる技術

が必要である。本講座では、組込みシステム開発型の演習事例を取り上げ、授業の進め方の一例を紹介する。また、こ

のような演習がプログラミング教育を目的とする場合にも有効であることを示す。 

 

 

 



【発達障害者支援 就労支援 地域ネットワーク】 

「発達障害者の自己理解の支援について」 

講演者：武澤 友広（独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 障害者職業総合センター 研究員） 

〈概要〉 

近年、就労支援機関では発達障害者の利用者が増えており、その支援ニーズの高さが窺える。障害者職業総合セ

ンターでは 2015年に障害者就業・生活支援センターを対象に、利用者の職業上の課題やその支援に関する調査を

実施した。本講座では、発達障害のある利用者についての調査結果の概要を紹介するとともに、自己理解を促す支援

技法として障害者職業総合センター職業センターで開発された「ナビゲーションブック」を紹介する。 

 

 

 

「重度障害者の在宅雇用と特別支援学校との連携」 

講演者：津田 貴（株式会社沖ワークウェル 代表取締役社長） 

〈概要〉 

障害などのため通勤ができない人は、就労に結びつきにくい現実がある。ＯＫＩワークウェルでは、通勤の困難な重度

障害者 49名が、体調管理のしやすい自宅でパソコンとネットワークを活用して、ソフトウェア関連の業務を行っている。

ＯＫＩワークウェルの在宅勤務者は重度の肢体障害者であるが、発達障害の子供たちの中にも、在宅就労あるいはサ

テライトオフィスという働き方がフィットする場合があるかもしれない。 

 



「発達障害支援ネットワークの必要性-教育と労働のギャップ-」 

講演者：永井 弘明（日本発達障害者ネットワーク福井 事務局長、全国 LD親の会 福井たんぽぽの会） 

〈概要〉 

発達障害は年齢や障害の度合いにより困難さが異なる。また同じ当事者でも就学中は健常者、就労中障害者と見

なされる。また大半が診断を受けていないグレーゾーンであり、特に自閉症スペクトラムは周囲が困難さを感じても本人は

気づかないことが多い。保護者の多くは、健常者に近づける無駄な努力を重ね、高学歴になるほど就労が困難になって

いる。たとえ能力が高くても障害者と呼ばれることへの嫌悪感が最大の社会的障壁となっている。 

 

 

 

「支援機関でみられる発達障害児者の特性とその対応～事例の紹介と実践的な対応について～」 

講演者：瀧澤 治美（NPO法人 AOZORA福井 理事長） 

〈概要〉 

AOZORA福井では、知的障害のない発達障害及び周辺児者を対象に、学校や職場で主体的に生活できるため

の支援事業（日中一時支援・放課後等デイサービス）を行っている。実践的に支援をしている中で、よくある事例とそ

の対応について事例を交えて紹介する。 

 

 

 

 



「共生社会と科学技術の関わり」 

講演者：三浦 靖一郎（独立行政法人国立高等専門学校機構 徳山工業高等専門学校 特別支援教育コー

ディネータ） 

〈概要〉 

共生社会とは、「これまで必ずしも十分に社会参加できるような環境になかった障害者等が、積極的に参加・貢献し

ていくことができる社会のこと」であり、「誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め

合える全員参加型の社会のこと」で、国連も内閣府も推進している。科学技術の「新しい知識・工夫・技術の探求と普

及」という役割を通して、誰もが社会参加できる環境整備に挑戦することで、共生社会へ近づくと考えている。 

 

 

 


